
韓国で「アフリカ豚熱」がまん延しています！
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アフリカ豚熱は、平成３０年８月の中国での発生以降、アジア諸国において感
染が急速に拡大しています（国内で発生している「豚熱」とは別の疾病です）。
韓国でも、豚において本病が４０例発生しています（令和元年９月～令和６年

１月１８日）また、野生いのししでも３,４８８事例で確認されており、本病ま
ん延の一因となっています。
１月１４日に釜山広域市で捕獲された野生いのししで、本病の感染が確認され

ました。このいのししの捕獲地点は、日本への航路があるフェリーのふ頭とも距
離が近く、地理的に近い我が国への本病の侵入リスクが極めて高い状況にあると
考えられます。
日本に本病が侵入するリスクが高まっていますので、衛生対策の励行、毎日の

健康観察と異常の早期発見、早期通報をお願いします！

病状は多岐に渡り、甚急性、急性、亜急
性、慢性の症状を示す。甚急性では突然
死亡、急性では発熱（40～42℃）、食欲不
振、粘血便、チアノーゼ等を呈し、死亡率
は100％に近い。

写真出典：USDA APHIS Plum Island Animal  Disease Center

アフリカ豚熱には有効なワクチンはありません。
飼養衛生管理基準の遵守により、本病の侵入防止・発生予防に努めていただきますよ
うお願いします。
毎日の健康観察と異常の早期発見・早期通報をお願いします。

アフリカ豚熱の症状

豚、いのしし飼養者の皆様へ

突然死やうずくまり

耳の紅斑

１月１４日
アフリカ豚熱感染
野生いのしし
捕獲地点



ア
フ
リ
カ
豚
熱
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
に
で
き
る
こ
と


